
（
山
本
監
督
コ
メ
ン
ト
） 

開
幕
戦
を
連
勝
で
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
た
。
１
戦
目
は
先
頭
の
田
中
が
初
回
か

ら
勢
い
を
つ
け
て
く
れ
て
、
そ
の
ま
ま
終
始

リ
ー
ド
を
保
つ
こ
と
が
で
き
勝
利
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
２
戦
目
は
、
先
に
リ
ー
ド
を
許

し
た
が
、
粘
り
強
く
戦
う
F

I

T
ス
タ
イ

ル
の
野
球
が
で
き
、
中
盤
に
追
い
つ
き
、
終

盤
に
一
気
に
突
き
放
し
、
次
の
日
経
大
戦
に

勢
い
の
つ
く
勝
利
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

た
。 

９
月
２
日
（
土
）
第
68
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
イ
イ
ヅ
カ

コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
（
飯
塚
市
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
10
月
28
日
に
行
わ
れ
る
第
71
回

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
推
薦
団
体
選
考
会
を
兼
ね
て
い

る
。
各
県
予
選
よ
り
推
薦
さ
れ
た
小
学
校
か
ら
一
般
ま
で
109
団
体

が
出
場
し
た
。 

大
学
の
部
で
は
11
大
学
が
競
演
し
、
本
学
は
金
賞
を
受
賞
。
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
推
薦
を
獲
得
し
た
。 

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
た
大
学
は
、
本
学
の
他

に
日
本
経
済
大
学
で
あ
っ
た
。 

井
上
将
雅 

主
将
コ
メ
ン
ト 

 

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
第
68
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
私
た
ち
福
岡
工
業
大
学
吹
奏
楽
団
は
金
賞
を
受
賞
し
、
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
不

自
由
な
く
活
動
で
き
る
の
は
、
顧
問
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
大
学

の
方
や
保
護
者
の
方
々
等
の
ご
助
力
あ
っ
て
の
事
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

九
州
大
会
で
も
県
大
会
と
同
様
に
、
課
題
曲Ⅲ

天
野
正
道
さ
ん
作

曲
「
レ
ト
ロ
」
と 

自
由
曲
の
C.

T.
ス
ミ
ス
作
曲
「
ル
イ
・
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
の
讃
美
歌
に
よ
る
変
奏
曲
」
の
２
曲
を
演
奏
し
ま
し

た
。 

課
題
曲Ⅲ

「
レ
ト
ロ
」
は
、
曲
名
に
も
あ
る
通
り
レ
ト
ロ
チ
ッ
ク

な
曲
調
で
、
躍
動
感
あ
る
部
分
や
ム
ー
デ
ィ
ー
な
雰
囲
気
で
演
奏

す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
私
達
大
学
生
が
知
ら
な
い
「
昭
和
」
の

雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
ま
た
全
体
的
に
明

る
い
曲
な
の
で
聴
い
て
い
る
方
が
楽
し
く
聴
け
る
よ
う
ど
う
演
奏

す
る
か
模
索
し
な
が
ら
演
奏
し
ま
し
た
。
自
由
曲
の
「
ル
イ
・
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
の
讃
美
歌
に
よ
る
変
奏
曲
」
は
「
レ
ト
ロ
」
と
は
対
照

的
に
、
高
い
演
奏
技
術
が
求
め
ら
れ
、
曲
の
序
盤
で
は
讃
美
歌
の

様
に
聴
い
て
い
る
人
が
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
壮
大
で
美
し
い
場

面
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
実
際
に
讃
美
歌
を
聴
き
、
そ
の
美
し

さ
を
楽
器
で
表
現
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
考
え
な
が
ら
演

奏
し
ま
し
た
。
曲
の
終
盤
に
は
、
金
管
楽
器
が
煌
び
や
か
に
吹
く

場
面
が
あ
り
楽
器
を
吹
く
パ
ワ
ー
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
の
で

２
年
前
か
ら
始
め
た
日
々
の
筋
ト
レ
に
更
に
力
を
入
れ
、
身
体
づ

く
り
や
楽
器
を
上
手
に
響
か
せ
る
練
習
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し

た
。 

10
月
28
日
に
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
出
場
し
た
県
大
会
や
九
州
大
会
の
反
省
を
生
か
し
て
、

更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
演
奏
が
出
来
る
よ
う
に
、
学
生
指
揮
を 
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を
中
心
に
各
楽
器
の
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
会
議

を
重
ね
つ
つ
、
皆
が
初
心
に
か
え
っ
て
も
う
一

度
基
礎
の
部
分
か
ら
見
直
す
等
、
部
員
一
丸
と

な
っ
て
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。 

今
年
こ
そ
は
念
願
の
全
国
区
大
会
金
賞
を
受
賞

し
た
い
と
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

  

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 

当
年
度
に
指
定
さ
れ
た
課
題
曲
４
曲
の
中
か
ら
１

曲
と
、
団
体
が
独
自
に
選
定
し
た
自
由
曲
１
曲
を
続

け
て
演
奏
す
る
。
演
奏
時
間
は
規
定
に
よ
り
課
題
曲

の
開
始
か
ら
自
由
曲
の
終
了
ま
で
12
分
で
あ
る
。 


